
平成２９年度地域づくり人材養成講座 第２回ワークショップ開催概要 

 

日  時 平成２９年６月４日（日） １３：００～１５：３０ 

場  所 尾崎中央ふれあい会館 

指導・助言者 東海学院大学人間関係学部心理学科 客員教授 宮本邦雄 先生 

受講者 ３５名 

共  催 
岐阜県環境生活部県民生活課 

各務原市産業活力部いきいき楽習課 

内  容 
◆活動前の準備 
・前回の振り返り 
・グループ分け 

 
 
 
◆グループワーク 
 前回の講座で話し合った「尾崎地区の良いところ、強みや課題」で、多く意見が出た「坂・
公園がいっぱい」「自然がいっぱい」「シニアがいっぱい」「交流したい」の４つのテーマ
に分かれ、活動を実践することになりました。 
 
○テーマ「活動テーマについて検討しよう！」「活動計画を立てる準備をしよう！」 
 
＜各グループの活動検討内容＞ 

「坂・公園がいっぱい」グループ 

●１年を通じ坂・公園を利用したスポーツやレクリエーションができるのではないか 
 ・坂を利用したアイスクリーム作り（容器に材料を入れ、転がして混ぜる） 
 ・複数の公園を利用したスタンプラリーやオリエンテーション 
   →各地域の特色を活かし、シニアや外国の方が講師となり遊びの紹介・指導 
   →人の流れができるのではないか 

「自然がいっぱい」グループ 

●地図を作成し配布したらどうか→ウォークラリーができるのではないか 
 ・地域の自然：早咲桜、三峰山、権現山 ＋ 古墳や釜の跡など歴史的なものもある 
 ・課題：駐車場が分かりずらい、東屋のメンテナンスが必要、案内看板がない 
   →活動をしていく間に解決できるとなおよい 

「シニアがいっぱい」グループ 

●みんなが集まれる交流の場があるとよい＋地区内を回れる移動手段があるとよいの
ではないか 
 ・現状：月に１回ミニサロンが開催され、毎回４０人～５０人くらい参加している 
   →交流の場があれば、もっと地域に出てくるようになるのではないか 
 ・課題：バスの本数が少ない、坂が多い 
   →交流の場までの移動手段がないと参加できない 

「交流したい」グループ 

●世代がつながる盆踊りを開催したらどうか 
 ・現状：現在の盆踊りは、子ども達は参加しているが若者層はあまり参加してない 
   →貸衣装があれば参加するのではないか 
      →地域の方からいらなくなった着物を提供してもらい、洋裁の得意な地域の方に

リメイクしてもらったらどうか 
 ・その他：貸衣装があるので、ハロウィンの時期でもよい、ＳＮＳの発信も必要 

 

 

▲指導・助言者の宮本先生 


